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開設学科 コース名 開設期

対象年次 科目区分 時間数

単位数 授業形態

教科書/教材

担当教員

授業概要

注意点

種別 割合

試験・課題 50%

小テスト 40%

レポート 0%
成果発表

（口頭・実技）
0%

平常点 10%

回

１回 基本的医学用語，造語の基本 基本的医学用語，造語の基本が理解できる

２回 循環器 循環器系医学用語が理解できる

３回 呼吸器 呼吸器系医学用語が理解できる

４回 消化器 消化器系医学用語が理解できる

５回 泌尿器・生殖器 泌尿器・生殖器系医学用語が理解できる

６回 血液・代謝・内分泌 血液・代謝・内分泌系医学用語が理解できる

７回 神経 神経系医学用語が理解できる

８回 感覚器 感覚器系医学用語が理解できる

９回 筋・骨格系 筋・骨格系系医学用語が理解できる

１０回 皮膚・感染 皮膚・感染系医学用語が理解できる

１１回 精神医学 精神医学系医学用語が理解できる

１２回 医療用語の読み・書き 医療用語の読み・書きが理解できる

１３回 略語（１） 略語（１）が理解できる

１４回 略語（２） 略語（２）が理解できる

１５回 まとめ これまでの授業の振り返り

授業計画（１回～１５回）　

授業内容 各回の到達目標

教育方法等

　医療の現場で仕事する上で必要なものに「医学・医療用語」がある。医療の専門用語、略語、疾病、薬剤等の用

語を覚えることから始める。からだの部位、疾病、術式などを関連付けながら説明する。

評

価

方

法

備　　考

試験と課題を総合的に評価する

授業内容の理解度を確認するために実施する

積極的な授業参加度、授業態度によって評価する

　医療機関で働く上で必要な専門用語を学ぶ。用語一つ一つを医療関連の事例も交えて説明する。授業中の私語や

受講態度などには厳しく対応する。理由のない遅刻や欠席は認めない。また、授業時数の４分の３以上出席しない

者は試験を受験することができない。授業の進捗状態により内容が前後する場合がある。

学習目的

　診療録に記載されてる内容を理解し、専門分野におけるコミュニケーションに対応していくためには、日常使われている医

学用語の知識が必須である。診療録、各種記録、各種医学書には、日本語以外に英語、独語、ラテン語などの記述も見られる

が、一定の基本を理解する必要がある。人体の構造・機能、症状、診断名、医療行為などの必要な専門用語の習得し、診療記

録を適切に理解できることを目的とする。

到達目標

　医療機関等で使用される専門用語、略語などを理解できる。

1年次 必修 15時間

1単位 講義

資料を配布する。参考資料等は、授業中に指示する。

担当教員情報

幡　芳樹、照井　裕子 実務経験の有無・職種 有・医師、作業療法士

日本工学院八王子専門学校 2019年度（平成31年度） 医学・医療用語

科目基礎情報

医療事務科 前期


